
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 岐阜市立陽南中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土）～１２月２５日（木） 

 

実 施 概 要 

① 家族参観  
・平成２６年度研究発表会公開（１１月１日）  

② 地域文化祭等参加  
・中山道ふるさとまつり※吹奏楽部参加（１１月８日） 
・三里校区文化祭※美術部作品参加（１１月１５、１６日）  

③ＪＲ展示（ハートフルスクエアＧ）  
・生徒会活動及び学級の歩みの展示（１２月１５日～２５日） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約１５０ 人 
計 約３５０ 人 

地域関係者 約２００ 人 

 

実 施 状 況 

 

 

①家族参観（平成２６年度研究発表会公開） 

・中間報告会を保護者へも公開し、教科、道徳、総合的な学習の時間の

授業等の参観を通して、学校における教育活動への理解を深める。 

②地域文化祭等参加（中山道ふるさとまつり、三里校区文化祭） 

・地域の文化的な行事に吹奏楽部、美術部が参加することを通して地域

との関わりを深める。 

③ＪＲ展示（生徒会活動・学級の活動の歩みを紹介） 

・学校の教育活動を広く地域の方々に公開することを通して、学校に対

する理解を深める。 

 

 

成果及び課題 

○研究発表会では、生徒が「学ぶ楽しさ」を味わいながら取り組む姿から、

保護者の学校に対する信頼感を高めることができた。また、総合的な学

習の時間の授業では、校区の福祉に対する現状と、自分たち中学生にで

きることを発信することで、主体的に地域に関わろうとする生徒の姿を

紹介することができた。 

○地域文化祭等への参加だけでなく、市民運動会等の地域行事にも中学生

が積極的に参加しようとする姿が見られるようになってきた。 

○学級づくりを中心とした展示をＪＲ展示によって紹介した、市内の様々

な人々が行き交うスペースで広く地域の方々に学校を知っていただくよ

い機会として今後も継続していきたい。 

△地域行事等への中学生参加のオファーが毎年増加している。したがって、

調整が難しい部分もあり、地域の要望に応えられない時がある。 

 
  


